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賞状を掲げる4回⽣、笑顔が素敵ですね。
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部員リレーインタビュー member relay interview

⽇々練習に励んでいる部員の⽣の声をお届けします。今回は後輩スキッパーと歳の差ペアを組む⼆⼈です。
470からは奈良昌弥(4)、スナイプからは能津竣⼀(4)へのインタビューです。
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奈良昌弥

４７０ クルー

Q.この夏の⽬標

A.⼀番頭にあるの
は、9⽉末にある
団体戦予選です。
6⽉に⾏われた夏
季⼤会で470級は、
同志社⼤学･⽴命
館⼤学に⼤差をつ
けられ敗北し、悔
しい思いをしまし
た。今年はインカ
レが琵琶湖開催と
いうこともあり、
⽬標達成には予選
で両校に競り合い
打ち勝てるだけの
実⼒が必要だと
思っています。
今年470級は夏季
遠征を⾏わず琵琶
湖に残って練習を
続けており、琵琶
湖の不安定な⾵の
傾向を掴みきるこ
とや、その中で最
⼤限のボートス
ピードを作ること
を⽬標にしていま
す。

Q.これまでの部活を振り返って

A.新歓でヨットに乗った時のことがついこの前の
ことのように思い出される⼀⽅で、引退まで残す
ところ約2ヶ⽉という状況が素直に受け⼊れ難いで
す。未経験スポーツで続けられるかどうかも分か
らなかったヨット競技をここまで続けられたのも
⼀重に⽀えてくださった先輩⽅、同期、後輩の⼒
あってこそだと思います。残りの期間、これらの
恩を少しでも形にできますよう努⼒していく所存
です。

Q.ペアとの思い出

A.現在ペアの抜井と
は、昨年度いくつ
かのレガッタに出
場しましたが、ペ
アを組みだしたの
は6⽉にあった個⼈
戦予選後なので、
まだ⽇は浅いです。
中でも印象深いの
は七⼤戦でしょう
か。前⽇の練習で、
うねりの⼤きい宮
城閖上のコンディ
ションに翻弄され
私が酷く船酔いし
むなしくも乗員交
代したこと、船酔
い対策を万全にし
て意気込んで臨ん
だ第1レースで⼤叩
きしてしまったこ
と、2⽇⽬復調し古
澤･實松ペアと 1-2
フィニッシュを決
めたこと。
振り返っても盛り
沢 ⼭ な 内 容 の レ
ガッタでした。

スナイプ クルー

能津竣⼀

Q.これまでの部活を振り返って

A.部活もあと2ヶ⽉かと思うと感慨深い気持ち
です。濃い4年間でしたが、今年は特に⼀瞬で
過ぎ去った気がします。頼りになる同期や可愛
い後輩に囲まれてこの1年楽しく過ごさせてい
ただきました。この雰囲気に⽀えられてヨット
を続けられた気がします。あとは結果で恩返し
するだけです。残りの期間を後悔のないよう気
合をいれて過ごしたいと思います。

Q.ペアとの思い出

A.ペアである亮太朗
とは5⽉に乗り始め
たのでまだ半年も⼀
緒に乗っていません
が、そのことに驚く
くらい密度の濃い充
実した⽇々でした。
⼀緒に乗った初めて
のメイレガッタにオ
ムロンで出場して上
ピン即タックから王
者の景⾊を⾒たこと、
深夜に電話で今後の
⽬標や考えてること
を⻑々と話したこと、
個選予選で突破圏内
に⼀瞬⼊りながらも
本戦に進めず本当に
悔しかったこと、全
て鮮明に思い出せま
す。
振り返るとあっとい
う間でしたね。

Q．この夏の⽬標

A.⽬前に迫った9⽉末
の団体戦予選をやは
り念頭に置いていま
す。現在4番艇という
⽴場ですが、ペアを
組んでいる亮太朗は
スナイプに乗り始め
てまだ⽇が浅く、彼
個⼈としても、また
艇としても伸び代し
かないペアだと思い
ます。その中で⼤事
なのは、焦らず着実
に成⻑すること、予
選や本戦までにレー
スメンバーやチーム
に信頼されるような
艇に成⻑しているこ
とだと思います。8⽉
末に⾏われた⼩⼾遠
征にも特に帆⾛を重
視し、レースメン
バーに絶対に負けな
いよう、追い抜く気
持ちで臨み、成⻑を
感じる有意義な練習
が出来ました。

個戦突破を⽬標に着実に成⻑していったレースシーズン。

本戦進出を⽬標に意気込むも敗退してしまった個⼈戦予選。
悔しさをバネに団体戦予選に向けて⽇々練習に励んでいます。
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470関東遠征＠江ノ島

レスキュー便り

３回⽣マネージャー
溝端礼佳

プレイヤー以上に情熱あふれるマネージャーたちの活動や思いについて紹介します。

《マネージャー近況報告》

2022.９.01 ⽂章：抜井理紗、奈良昌弥、能津竣⼀、上中惇郎、南野仁、中根悠真、溝端礼佳
編集：⼭⽥耀
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着実に成⻑していく３回⽣、来年が楽しみです。

新⼊⽣クラス分け

スナイプ関東遠征＠江ノ島
お世話になっております。4回⽣スナイプスキッパーの南野仁です。7⽉

中に⾏われたスナイプ関東遠征について報告させて頂きます。スナイプ
チームでは関東スナイプ、東⽇本スナイプの2つの⼤会に参加しました。
関東スナイプには下級⽣も参加し、貴重な経験を得ることができました。

⾃分達のボートスピードを関東勢と⽐較することができました。
関東の⾼レベルなフリートの中でレースをすることで、スタート技術や

戦術において成⻑が⾒られ、良い順位でフィニッシュする艇も⾒られまし
た。インカレを想定したビックフリートでの⽴ち回りを意識しました。
この経験を糧に今後の練習にいかしていきます。 普段とは異なる南野-能津ペアでの出場となりましたが、

シングルフィニッシュもあり絶好調でした。

3回⽣470スキッパーの中根悠真です。先⽇⾏われました第4回関東フリー
トのレース報告をさせていただきます。本フリートでは2⽇間とも⾵に恵ま
れ、全6レースが消化されました。2⽇間とも難しい⾵の中でのレースでし
たが、その中でも抜井・奈良ペアが安定して10位台の好順位を取るなど、
京⼤の船がしっかりと結果を残す場⾯も多々ありました。
470チームとしては今回の関東フリートを通して、強豪の中での京⼤の位

置や課題を再確認でき、これからの練習で強化していくべき点を明らかに
することができました。個⼈的には、海の⾼い波やうねりに揉まれるなど
課題が⾒つかった反⾯、⾵に味⽅されて1上でシングルを取るなど3ヶ⽉前
の関東フリートからの成⻑を感じることもできました。インカレ本戦まで
残り2ヶ⽉、先輩⽅に少しでも追いつけるよう頑張っていきます。

１回⽣はこれが初めての遠征となりました。
今回は陸でのサポートとなりましたが、これからの活躍が楽しみです。
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